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藤
の
木･

河
内
南

の
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様

(

彩
が
丘)

コ
ロ
ナ
疲
れ
を
吹
っ
飛
ば
そ
う
！

上
半
期
の
お
祓
い

は
ら

夏
越
神
事

な

ご

し

の

し

ん

じ

く
だ
さ
い

に
お
参
り

宮
司

山
田
茂
雄

夏

祭

り

７
月

日

午
後

時

３

(

日)

２

夏
越
神
事

境
内
の
木
々
の
若
葉
も
緑
の
色
が
濃
く
な
り
、
榊
の
花
の
爽
や
か

さ
か
き

な
香
り
が
漂
っ
て
き
ま
し
た
。
一
年
で
一
番
自
然
の
営
み
を
感
じ
る

時
期
で
す
。
梅
雨
の
雨
で
す
く
す
く
と
育
っ
た
茅
を
束
ね
て
輪
に
し

か
や

、

。『

』

た
茅
の
輪
は
緑
が
濃
く

生
命
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
す

夏
越
大
祓

ち

わ

な
ご
し
の
お
お
は
ら
い

『
茅
の
輪
く
ぐ
り

『
夏
祭
り
』
の
神
事
は
、
こ
の
上
半
期
と
下
半
期

』

の
境
に
、
心
身
と
も
祓
い
清
め
、
清
浄
な
状
態
に
立
ち
返
り
、
世
の

平
穏
を
祈
る
神
事
で
す
。

私
た
ち
は
日
々
の
暮
ら
し

の
中
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず

に
罪
や
過
ち
を
犯
し
て
い

ま
す
。
世
の
中
で
は
ほ
か

に
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
コ

ロ
ナ
と
災
い
は
尽
き
ま
せ

わ
ざ
わ

ん
。
夏
越
神
事
で
終
息
ま

で
今
一
度
心
新
た
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

ど
な
た
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
マ
ス
ク
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
人
形

ひ
と
が
た

を
持
参
し
て
、
災
い
の
終

息
、
無
病
息
災
を
祈
願
し

ま
し
ょ
う
。
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罪
穢
れ
の
お
祓
い

夏
越
大
祓

な
ご
し
の
お
お
は
ら
い

皆
様
の
人
形
を
ご
神
前
に
納
め
、
参
列

ひ
と
が
た

者
全
員
で
大
祓
の
祝
詞
を
唱
和
し
ま
す
。

の
り

と

そ
の
後
、
切
麻(

麻
と
和
紙
の
小
片)

を
左

き
り
ぬ
さ

右
に
撒
い
て
自
身
を
祓
い
清
め
ま
す
。
祓

い
清
め
の
後
に
、
人
形
を

し

お
焚
き
上
げ

ひ
と
が
た

て
、
人
形
に
移
し
た
罪
や
穢
れ
を
火
の
力

ひ
と
が
た

に
よ
っ
て
祓
い
除
け
ま
す
。

よ

疫
病
退
散
の
神
事

茅
輪
神
事

ち

の

わ

し

ん

じ

茅
の
輪
は
「
備
後
国
風
土
記
」
に
登
場
し
ま
す
。
貧
し
い
な
が
ら

も
蘇
民
将

来
は
、
武
塔
の
神(

素
戔
嗚
尊)

に
一
夜
の
宿
を
貸
し
て
、

そ

み

ん

し
ょ
う
ら
い

む

と
う

す

さ

の

お

の

み
こ
と

も
て
な
し
ま
す
。
そ
の
お
礼
に
武
塔
の
神
は

「
蘇
民
将
来
の
子
孫
と

、

言
っ
て
、
茅
の
輪
を
腰
に
付
け
た
人
は

に
罹
ら
な
い
」
と
言
わ

疫
病

れ
ま
し
た
。
こ
の
話
に
登
場
す
る
素
戔
嗚
尊
は

の
御
祭
神

河
内
神
社

で
、
広
島
各
地
で
も
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
神
事
が
広
ま
り
ま
し
た
。

茅
の
輪
を
８
の
字
を
描
く
よ
う

神
職
が
先
導
し
、
茅
萱
で
で
き
た

ち

が
や

「
水
無
月
の

夏
越
し
の
祓
え
す
る
人
は

千
歳
の
命

に
３
回
く
ぐ
り
、

み

な

づ
き

ち

と
せ

疫
病
退
散
・
無
病
息
災

延
ぶ
と
い
う
な
り
」
と
唱
え
、
祓
い
清
め
て

の

伝
統
の
神
事

６
月

日
～
７
月

日
ま
で

を
祈
る

で
す
。
茅
の
輪
は

30

18

河
内
神
社
の
境
内
に
設
置
し
ま
す
。
お
参
り
の
仕
方
は
、
茅
の
輪
に

表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

夏
祭
り

安
寧
を
祈
る

お
初
穂
を
供
え
て

夏
越
神
事
の
後
、
参
拝
の
皆
様
と

拝
殿
に
昇
殿
し
、
夏
の
暑
さ
に
負
け

ず
健
康
で
家
庭
平
穏
に
過
ご
せ
る
よ

う
、
ま
た
、
風
水
害
や
害
虫
な
ど
の

災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
氏
子
の

皆
様
か
ら
奉
献
さ
れ
た
お
初
穂
を
、

河
内
神
社
の
神
様
に
お
供
え
し
て
お

祭
り
を
行
い
ま
す
。

人
形
は
、
事

ひ
と
が
た

前
に
地
区
の

氏
子
総
代
さ

ん
を
通
じ
て

各
家
庭
へ
配

っ
て
頂
き
ま

す
。
総
代
さ

ん
が
不
在
の

地
区
（
藤
の

、

、

木

河
内
南

遥
花
な
ど
）

は

る

か

の
方
は
、
本

紙
の
人
形
を

ひ
と
が
た

切
り
抜
い
て

ご
使
用
く
だ

さ
い
。

人
形
の
使
い
方①

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
て
、
②
体
を
さ
す
り
、

一
人
ご
と
に
、

身
に
付
い
た
半
年
間
の
罪
や
穢
れ
を
移
し
、

③
息
を
吹
き
か
け
て

（
当
日
に
参
加
で
き
な
い
方
は
、

④
神
社
へ
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

。

。

事
前
に
人
形
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

ほ
か
の
方
に
託
さ
れ
て
も
結
構
で
す

ひ
と
が
た

人
形
は
当
日
ま
で
社
頭
に
も
用
意
が
あ
り
ま
す

）
。

検
索

幸
せ
つ
な
が
る
河
内
神
社

河
内

神
社

�Ñ
@

q

─

─
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お

ま

も

り

御
守
の
中
央
は
、
平
安
時
代
よ
り
前
の
長

岡
京
時
代
の
最
古
の
蘇
民
将
来
札
で
す
。
小

災
難
除
け

健
康
の

さ
な
茅
の
輪
と
と
も
に

、

と
し
ま
す
。
平
安
末
期
の
歌
に
も
あ
る

御
守

よ
う
に
夏
越
大
祓
は

と
信
じ
ら

長
寿
の
神
事

れ
て
い
ま
す
。
河
内
神
社
限
定
の
御
守
に
は

携
行
し
や
す
い
茅
の
輪
が
入
っ
て
い
ま
す
。

円
。
河
内
神
社
で
夏
の

。

茅

輪
御
守

之

６
０
０

期
間
限
定
頒
布
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男

夏
越
大
祓

人
形

ひ

と

が

た

女

不
足
す
る
場
合

(
)

は
コ
ピ
ー
で
も

構
い
ま
せ
ん



）

（
裏
面
人
形

ひ
と
が
た

切
抜
き
紙

（2）第43号河 内 神 社 報 令和４年 月 日７ １

百
年
遷
宮
事
業
奉
賛
会
だ
よ
り

神
社
河
内百

年
遷
宮
事
業
の
事
業
推
移

神
社
河
内

河
内
神
社
百
年
遷
宮
事
業
奉
賛
会
会
長

先
本
民
治

拝
殿
向
拝
の
柱
元
、
重
厚
な
対
あ
る
水
盤
、
ふ
い
ご
の
押
し
引
き

に
コ
ー
ク
ス
の
発
化
の
炎
が
白
と
し
て
燃
え
盛
り
、
汗
す
る
額
を
ぬ

ぐ
う
こ
と
な
く
熟
練
の
匠
技
を
見
せ
る
田
中
伊
之
助
石
工
棟
梁
の
作

品
で
あ
り
ま
す
。
望
郷
一
念
を
込
め
た
米
国
移
民
、
我
が
里
先
人
の

銘
が
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

参
拝
の
人
達
を
迎
え
て
く
れ
る
玉
垣

が
、
ク
ス
の
大
樹
と
共
に
先
人
た
ち
の。

敬
神
の
心
と
共
に
語
り
掛
け
て
来
ま
す

明
治
年
間
、
大
正
年
間
と
変
わ
り
な
き

四
百
数
戸
の
住
人
戸
数
と
し
て
、
生
業

を
送
る
河
内
の
里
で
あ
り
ま
し
た
。
今

を
昔
の
村
民
た
ち
の
奉
賛
と
敬
神
崇
祖

の
記
念
碑
で
も
あ
り
ま
す
。

、

あ
の
合
祀
か
ら
百
年
を
迎
え
た
村
社

遷
宮
事
業
の
大
計
を
立
ち
上
げ
五
年
の
日
々
が
流
れ
来
ま
し
た
。
大

き
く
変
遷
し
た
地
域
、
三
千
六
百
戸
の
多
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。
多

く
の
集
い
の
中
で
地
域
の
息
吹
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

趣
意
書
に
一
念
を
込
め
て
の
奉
賛
事
業
、
無
理
難
題
の
お
ね
が
い

で
あ
り
ま
し
た
。
在
郷
の
氏
子
諸
兄
は
元
よ
り
、
異
郷
の
地
に
お
い

て
縁
あ
る
人
達
の
賛
同
を
い
た
だ
き
、
九
百
件
を
超
え
る
崇
敬
・
祈

、

。

、

念
あ
る
皆
様
に
よ
り

目
標
達
成
に
到
達
い
た
し
ま
し
た

感
動
と

感
激
の
一
語
で
あ
り
ま
す
。
我
が
郷
土
、
敬
神
崇
祖
の
御
心
に
忠
心

よ
り
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

、

、

、

享
受
し
た
社
へ
の
想
い
を

こ
れ
か
ら
の
百
年

ま
た
二
百
年
と

こ
れ
か
ら
護
持
運
営
す
る
人
た
ち
に
託
し
、
記
念
事
業
の
具
現
に
向

け
、
氏
子
諸
兄
と
各
方
面
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
共
に
よ
り
喜
び

合
え
る
日
を
構
築
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
奉
賛

活
動
を
継
続
し
つ
つ
、
心
の
古
里
と
し
て
神
社
護
持
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
今
後
と
も
深
甚
な
る
ご
高
配
を
戴
き
ま
す
様
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
以
上
、
感
謝
を
込
め
て
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

時
節
柄
、
お
体
ご
自
愛
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
。

ありがとう100年
これからも100年

幸せつながる河内神社は
（２０２３）に令和５年

合祀１００年*を迎えます

完成イメージ図 ホームページ

神
楽
団
員
募
集
！

お
よ
そ

年
前
か
ら
河
内
地
域
に
伝

140

わ
る
伊
勢
神
楽
十
二
神
祇
を
後
世
に
繋

ぐ
た
め
、
上
河
内
神
楽
団
で
は
新
た
な

担
い
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

男
女
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
年
齢
に

つ
い
て
も
幅
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
の

、

。

で

皆
様
の
お
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い

、

活
動
内
容
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
は

左
記
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
河
内
神
楽
団
代
表

大
原
博
實

携
帯
０
９
０-

２
８
０
５-

２
３
１
５

上
河
内･

下
河
内･

上
小
深
川･

下
小
深
川･

藤
の
木･

河
内
南

の
氏
神
様

(

彩
が
丘)

〔
令
和
４
年
７
月
～

月
〕

河
内
神
社
の
こ
よ
み

10

（
３
年
４
月
～
４
年
３
月
）

河
内
神
社
令
和
３
年
度
決
算

〔
繰
越
金
〕
二
百
二
十
四
万
円
／
〔
歳
入
〕
九
百
四
十
六
万
円
／
〔
歳
出
〕
六

百
五
十
二
万
円
／
〔
残
金
〕
五
百
十
八
万
円

〔
歳
入
の
主
な
も
の
〕
祈
祷
料
百

。

二
十
八
万
円
、
賽
銭
百
二
十
九
万
円
、
御
札･

御
守･

破
魔
矢
等
四
百
五
十
一
万

円
、
玉
串
料
百
十
一
万
円
、
初
穂
料･

祭
典
費
百
十
五
万
円

〔
歳
出
の
主
な
も

。

の
〕
祭
典
費
三
十
三
万
円
、
神
職
給
三
百
万
円
、
御
札･

御
守･

破
魔
矢
等
の
仕

入
百
七
十
万
円
、
事
務
費
四
十
九
万
円
、
会
議
費･

雑
費
等
四
十
一
万
円
、
教
化

費･

保
険･

負
担
金
等
五
十
九
万
円

〔
残
金
内
訳
〕
予
備
資
金
二
百
五
十
万
円
、

。

繰
越
金
二
百
六
十
八
万
円
。
決
算
報
告
は
、
毎
年

月
に
監
事
に
よ
り
監
査
を
受

４

け
、
氏
子
総
代
会
に
て
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。

へ
の
ア
ク
セ
ス
〔
周
辺
図
〕

河
内
神
社

･

旅
行
安
全

必
勝
祈
願

良
縁
結
び

心
身
安
穏･

梛

実
御
守

之

な

ぎ

社
限
定

河
内
神

円

６
０
０

つ
な
が
る

幸
せ

御
守･

御
札

各
種

神
棚
頒
布
中
。

･

。

御
朱
印
も
受
付

(

日)

７
月

日
17午

後
２
時

園
祭

祇

(

日)

８
月

日
14

午
後
７
時
半
ろ
こ

献
灯
祭

(

土)

月

日
８

10

午
後
６
時
半

前
夜
祭

秋
祭

(

日)

月

日
９

10

午
後
２
時

例
大
祭

秋
祭

お
し
え
て
！

コ
マ
さ
ん

河
内
神
社

問の

は
？

神
様主

祭
神
は

答
柱

多
く

で
、

11

が
力
を

の
神
様

。

。

合
わ
せ
て

し
ま
す

は
全
国
的
に
珍
し
い
神
様
で
す

幸
せ
を
守
護

○希

地
域
の
ご
祈
願
は
河
内
神
社
で

地
元
を
守
護
す
る
「

ス
ポ
ッ
ト
」

幸
せ

内
容
、
日
時

不
明
な
こ
と
は
電
話
等
で
ご

どな

河
内
神
社
社
務
所

相
談
く
だ
さ
い
。

０
８
２

９
２
８

２
２
８
３

(
)

-

〔
神
社
で
祈
願
〕

初
宮
参
り

安
産
祈
願

歳

祝

い

と

し合
格
祈
願

厄

祓

い

や

く

ば

ら

七
五
三
祭

車

祓

い

安
全
祈
願

商
売
繁
盛
ど
な

〔
現
地
で
祈
願
〕

(

新
築)

地
鎮
祭

じ

ち

ん

さ

い(

入
居)

家
祓
い

神

棚

祭

井
戸
祓
い

安
全
祈
願

開

店

祭

上

棟

祭
ど
な

(

仲
哀
天
皇)

八
幡
三
神
、

帯
中
津
日
子
命

た

ら
し
な

か
つ
ひ

こ
の
み

こ
と

。

品
陀
和
気
命(

応
神
天
皇)}

日
本
の
守
護
神

ほ

ん

だ

わ

け

の

み

こ

と

(

神
功
皇
后)

。

息
長
帯
日
売
命

勝
負
神

お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

産
業
振
興
、

の
神
。

素
盞
嗚
命

国
土
開
発

す
さ

の
お
の

み

こ
と

夫
婦
、

、
生
産
の
神
。

伊
邪
那
岐
命}

出
産

い

ざ

な

ぎ

の

み

こ

と

伊
邪
那
美
命

い

ざ

な

み

の

み

こ

と

、
不
敗
の
言
葉
の
神
。

○希
黄
泉
事
解
男
命

新
築

よ

も
つ

こ
と
さ

か
お
の

み

こ
と

。

、

。

大
己
貴
命

大
国
主
命

の
神

金
運

縁
結
び

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

、

、
医
薬
の
神
。

少
彦
名
命

経
営

知
識

す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

、

の
様
。

猿
田
彦
命

交
通
安
全

災
難
除
け

さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

、

の
神
。

○希
天
鈿
女
命

癒
し

歌
舞
芸
能

あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

い

や

河内神社のご祭神


